文學の友へ送る書翰
　－大東亞文學者大會より歸りて－

　
菊池寛議長へ

香山光郎

　今度の大東亞文學者大會で、あなたの議長ぶりは、一同から稱讃され且つ感激されました。議長席のあなたは、實に重々しい。そして、あなたの統裁ぶりも一同をして、信頼の感を深くさせました。それは、あなたの文學者としての貫禄の然らしめるところでせうが、あなたの輝かしい經歴を取除いても、あなたの風格は立派なものです。禪僧に見るやうな枯淡なそして自然な落着ですね。しかもその落着が今成就したばかりの落着ではなくて、落着いてから、永い歳月を經たやうな落着でした。造つたばかりの庭でなくて、もう植木も石も苔が蒸して、人為の跡の消えた庭のやうな感じですね。さういふ風貌のあなたの口から、簡潔で肯綮に中つた、統裁のことばが、飛び出すのは氣持のいゝものでした。しかもそのことばには、さびのあるユーモアさへ含まれてゐて、何度か一同を微笑ませました。
　今の時勢の議長は、昔の如く單なる進行係ではありませぬ。いはゆる統裁で、衆見を取纏めて、統一を與へ、その上に、衆見を材料として、それに形を與へ生命を賦與する役目です。デモクラシーの多數決の議長ではないのです。議長こそ、會議の首腦ですね。
　あなたが名議長ぶりを見せたからといつてそれが、あなたの價値に、何等增減を與へるものではありますまい。むしろ下手な議長であつたのが、あなたのためには、愛嬌で、われわれには味な話の種になつ[た]かもしれませぬ。

　しかし、あなたの名議長ぶりが、何も、あなたの古拙な、朴訥な風格を傷けるものでは母論ありませぬ。
私はあなたにお會するまではあなたの性格や風丰を別なものに想像して居りました。少くも歐米的な磨きを見せる人物だと思つて居りました。ところが、あなたは禪坊主のやうな人物ですね。あなたは、屹度、いつかは、あなたの風格を想はせるやうな文學をお造りになるやうな氣がします。古拙な、朴訥な、枯淡な文學です。
　私は佐々木信綱博士に名刺を差上げたことがありますが、その時の印象では、典雅、謹嚴で、枯淡な方でしたが、あれが、國學者的な風丰だらう、或は公卿的な風貌ではないかな、と考へました。和服姿の上品さを始めて感じました。武者小路さんも、佐々木先生と相似た風丰だが、武者小路さんには俳句に見るやうな酒脱さがありますね。武者小路さんも和服でした。恐らく武者小路さんこそ公卿的なのでせう。

　島崎藤村先生を鶴のやうだと評した友人がありますが、これはまた佐々木、武者小路氏等とは違つた風格ですね。若い熱情を懐いたまゝ、年を取られたのですね。詩人と歌人とは違ひますね。茶の湯や和服や俳句で展いたら
佐々木さんや武者小路さんのやうな風格になるのでせう。
　これらの方々に對して、菊池さん、あなたが唯一禪坊主のやうな風格を備へて居られるのです。私はあなたを想出すことが樂しい。佐々木、武者小路さん方の風丰と合はせて、私は、日本的な風格を見たやうな氣が致します。

　私は、議長席に蹲まつてゐるあなたの像を眼前に描きながら、この短文を草します。
　あなたの議長ぶりをいふにあたつて、河上徹太郎さんの副議長ぶりについて、一言なかるべからずです。議席から見てゐると、河上さんはしつきりに、何かを紙切に書いては、それをあなたに渡してゐましたね。女房役といふのでせう。樂屋の苦勞といふのでせう。唯われわれ[樂]屋外のものに見られるのは、河上氏の真摯にして休まぬ心の配様だけであるが、あなたの名議長ぶりを稱讚する場合、河上副議長の補佐の功を想出すのは當然である。
� 『大東亞』15-3、1943年3月。前頁参照。菊池にあてた手紙形式の文章。


� 「磨いたら」の誤植か





